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～タイトル「玉燈」によせて～

「玉」は立派なものに磨きあげる、「燈」は教え、照らすを表し、

「子どもへの愛育」と「情熱に満ち溢れる教師道」をイメージし

ています。また、「玉燈」は、郷土の先人 國友一貫斎の代表的発

明品としても知られています。 

 

みなさんは、「ラーケーション」という言葉を聞い

たことがありますか？「ラーケーション」とは、「ラ

ーニング（learning：学習）」と「バケーション

（vacation：休暇）」を組み合わせた造語で、愛知県の

「休み方改革」プロジェクトの中で生まれた言葉で

す。「ラーケーションの日」とは、児童生徒が保護者

等とともに、校外での体験や探究の学び・活動を行う

ことを目的とした休みを習得できる制度で、児童生徒

は登校しなくても「欠席」扱いとはならず、年間３日

（今年度は２日）まで取得可能です。愛知県発のこの

制度は、現在、茨城県や山口県、大分県別府市や栃木

県日光市といった県や市町が実施しており、長浜市に

おいても今年度２学期から実施する予定でいます。 

この制度のねらいは、①週末や長期休暇以外にも保

護者と児童生徒が一緒に過ごす時間を増やすこと。②

保護者の教育への関心を高め、保護者の教育力を引き

出すこと。③児童生徒の主体性を高めるとともに、体

験や探究活動を行うことで非認知能力の向上を図るこ

と。にあります。 

③非認知能力の向上については、「令和４年度青少

年の体験活動等に関する意識調査（平成 18 年度から

実施）」に、「小・中学生の場合は、自然・社会・文化

芸術・交流・探究学習などの体験のいずれもが自立的

行動習慣（自律的行動習慣に関する指標：自律性、積

極性、協調性）の伸長に有効である」という分析結果

も出ています。 

このことからも、「ラーケーションの日」は、「真の

学力」を身に付けた子どもを育成するための大事な施

策であり、この制度から生まれる新しい学びの機会 

が、子どもたちの知識の幅を広げると同時に、家族

との絆を深める貴重な機会になるよう願っていま

す。 

そのため、先生方には、保護者から「ラーケーシ

ョンの日」について問い合わせがあった場合には、

具体的な活動例を紹介するとともに、「家族と共に主

体的に校外で学ぶ日」というねらいの部分を大切に

した説明をぜひともお願いします。 

＜活動例＞ 

〇長浜市の史跡や博物館などを訪問し、ガイドさん

や学芸員から詳しい話を聞く。 

〇家の周辺に生えている植物や捕まえた昆虫を調べ

たり、農業体験を通じて食の大切さ、生き物の繋

がりを学んだりすることで、自然環境への理解を

深める。 

〇登山やハイキング、キャンプなど自然に触れるこ

とで五感を使った体験をする。 

〇美術、音楽、演劇などに触れ、感想を語り合う。 

〇授業で学んだことを生かし、家の中で実験や料

理、工作などの体験をする。 

最後に、これからも長浜市は長浜スタイルの実践

を広げ深めるとともに、自然や歴史に恵まれた教育

環境を活かした体験学習等を通して子どもの「真の

学力」の育成に力を入れてまいります。先生方にも

ぜひ「ラーケーションの日」を活用いただくととも

に、これからも長浜市の子どもたち一人ひとりが豊

かに成長することを応援していただければと思いま

す。 

                          

教委育指導課長 馬渕 康至 

 

「ラーケーションの日」

のすすめ 
長浜市教育委員会事務局 

課長   馬渕 康至 



➀　指定研修 ②　指定研修

③授業やキャリアに関する研修

研�・研��より

令和6年度　長浜市教職員研修

令和7年2⽉19⽇（⽔）午後�
  講師：⼯藤�勇⼀�⽒�

浅井⽂化ホールでの集合研修、
学校のライブ配信で参加するハ
イブリッド研修、オンデマンド
研修）

つながりあい、�びあい、�かに⽣きる
�どもをはぐくむための指�⼒向上を⽬指して

授業改善研修
授業改善研修（⼩学校）
  7⽉29⽇（⽉）午後
  講師：藤村 裕⼀�教授

授業改善研修（中学校）
  8⽉23⽇（⾦）午後
  講師：澤井 陽介�教授

教育研究発表⼤会

④自己啓発・専門研修

・校内研究（公開授業）
・保育園参観研修
・授業改善研修
・学校組織マネジメント
・道徳教育研修
・学びの実験室
・特別⽀援研修 など
         全18研修

・学校DX研修
・ICT活⽤研修
・学校事務研修
・⽣徒指導研修
・メンタルヘルス研修
・⻑浜市フィールドワーク  
         など 
    ���� ����������全18研修

令和6年度 �����賞�募について

3部⾨ ���①�学校・園実践部⾨ 【個⼈・グループ】教育論⽂
    �②�個⼈実践部⾨【個⼈のみ（年齢制限なし）】教育論⽂
    �③�ユース部⾨【36歳未満】ミニ論⽂

⽇々の教育実践を⾒つめ直し、成⻑につなげる挑戦をしましょう！
たくさんのご応募をお待ちしております。



��① �⼩��カリキュラム��研�(２年�)
     −�⼩��員のつながり�め、�どもの�かな�びを未来へつなぐ−

■研究の目標■
　園小接続期カリキュラムの実施し、「目指す子ども像」に迫るために授業・保育の質を向上さ　
せることで、子どもの学びをより豊かなものへとつなぐことを目指す。

■長浜市園小接続期研究アドバイザー■
　福井大学連合教職大学院教授　岸野　麻衣 先生

■研究協力校園■
　北郷里小学校・北郷里幼稚園・さくらんぼ保育園

　北郷里小学区では「子どもの『やってみたい』
という主体性」を大切にした保育・授業の実践を
通して、「心動かし、問いをもち、自ら遊びや学
びに向かう子ども」「相手の話を聞き、自分の思
いや考えを伝える子ども」を目指しています。

令和６年度　長浜市教育研究

��センターでは、�年度も保�・��活動の��に向けて研�を��します

⾃�の�えを�現する⼒を�める国�科の授業づくり��②

■研究の目標■
　国語科の授業において、ICT機器を効果的に活用しながら、必然性のある言語活動を設定するこ
とで、自分の考えを「表現する力」の育成を目指す。

■研究の仮説■
　国語科の授業において、ICT機器を効果的に活用しながら、必然性のある質の高い言語活動を設
定することで、発信・交流の対象が広がり、交流の質が深まり、課題追及への利便性が向上し、試
行錯誤しやすくなり、自分の考えを「表現する力」が育成されるだろう。

■長浜市国語科研究アドバイザー■
　京都女子大学教授　水戸部　修治 先生

■研究協員■
　ご協力いただける方は教育センターまでご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆切７月１日



教育相談室より登校支援グループからのお知らせ

 ５⽉２０⽇（⽉）、不��コーディネーター
��があり、各�より３５�の不��コーディ
ネーターの先⽣�がお�まりくださいました�  
 前半は��指��と��センタ―��相��
より、不��の現状と�策の��についてお�
をさせていただきました。
 

不��CO.��がありました�

こどもサポートルーム なないろ の
パンフレットが�しくなりました�

 �半は���ＳＳＷの⻄�先⽣に「�どもの
しんどさに�り�いつながる�援」として研�
をしていただきました。事例をもとに、４〜５
�のグループワークとしてミニケース��に挑
戦しました。アセスメント〜�援のプランニン
グまでを�技��しました。⻄�ＳＳＷより、
����など�どもの背�から⾒立てていくこ
との⼤切さを�びました。

 �パンフレットは、L-Gateを�じて先⽣�に配布
いたします。ご活⽤ください�



⾯
�
・
相
�

�査員に�かりやすい� 
発��査�頼書

アセスメントシートの書き� 

 �路決�の�料とするため 

 ��の�査�果を得るため 等は、主�とはいえません。

「主�」とは、「��の�題となること」です。

申
し
�
み

受
付
・  
予
�

 
＊電�相�・来�相� 

相���電� ⽉�⽇〜金�⽇ 8:30〜17:15 

＊���問 

相�内�によっては��を�問し、児�⽣徒の��
や�問相�も⾏います。 

＊発��査 

��からの�頼に�じて、発��査を⾏います。�果
をもとに�援��を提�します。 

発��援グループでは、発�に�題のある、または、その�向がある児�⽣徒に�して�性理�と�援
��を保�者の�や��とともに�り、その�り�みを�援していきます。 

発���による⼆���で不���向になる�どももいますので、ケース によっては���援グループ     
と��しながら��させていただきます。 相�の流れ 

主 � 
（発��査が必�
と思われる事由）  

 
・学年相応の学習が難しく、特に算数の文章問題や国語の読み取りに困難が見られる。
・ともだちとの関わりが難しく、一人でいることが多い。 

��への��が�しいなあ・・・・ 
�ったときは、 ��センターへ

●お�りのことや�配ごとをうかがい、相
�⽇時を決めます。 

●  ��への�問・児�⽣徒の��、保�者

の来�等について協�し、相�の�め�

を決めます。 

●お�りのことや�配ごとについて��

相�を⾏います。 

●��と��の情�共有を��し�がり

を⼤切にしながら�めます。 

●電�でお申し�みください。 ��は、�  

��立⼩中��・義�����在 籍の児

�⽣徒、および保�者、��者です。 

�題の中でも �り�が⼤きいものを２つ�度簡�にま
とめてください。 

この主�を受けて、アセスメント⽤
�には、�体的に�っている��を
書いてください。 

⽣活⾯・⾏動⾯ 


